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MU有会員 11/11　　都城北 垣内、島津、齋藤、冨田、二見、鎌田(宗) 
11/12　　都城西 島津、佐々木(慈)、二見、夏田、塩屋 

MU無会員
MU要会員

ロータリー財団例会　　　　　　　　　　　　　　　　　ロータリー財団委員会 担当

皆様、本日も例会への御出席お疲れ様で御座います。今月は
祭日が２回ある為に例会も２回しか御座いませんが宜しくお願
い致します。
さて本日の例会はロータリー財団強化月間に伴い、田中委
員長のご担当によります例会となっております。田中先生、宜
しくお願い致します。田中委員長と話が被るといけませんので、
私はマイロータリーからロータリー財団に関します内容の文面を見つけてみま
した。マイロータリーにはロータリー財団とパートナー団体となっておりますゲ
イツ財団のことが掲載されておりましたので、これを読んでみました。今年５月
に財団の代表であるビル・ゲイツ氏は自らに大胆な挑戦と厳しいタイムリミット
を課しました。今後２０年以内にほぼ全ての資産を寄付し、長年続けてきた慈
善事業を終了するそうです。そのゲイツ財団ですが設立以来 25 年間で 1000
億ドル以上の慈善寄附をしてきたそうです。そして今から同財団の事業終了に
向けて更に寄付を加速させて、2045 年 12 月 31 日までにその２倍以上の資
金を使い切ることを目指しているとのことです。ポリオの根絶こそが今もビル・
ゲイツ氏の最優先事項だということです。２０２５年にカナダのカルガリーで開
催されたロータリーの国際大会では、ロータリーとゲイツ財団が今後３年間で
最大４億５０００万ドルをポリオ根絶に投入することが共同声明として発表され
ました。ロータリーが毎年５０００万ドルを集めて、ゲイツ財団がこれに２倍額
上乗せするというものです。本年７０歳となったビル・ゲイツ氏が今後２０年以
内にポリオを撲滅させて世界中の人々の命を救いたいと感じていることはこれ
までの世界への恩返しもあるのでしょうが、ご自分の年齢も考えてのことなのか
も知れません。
ロータリーでも４０年以上取り組んできたポリオ根絶キャンペーンについて

は、３０億人に近い子供達に予防接種を支援してきました。その成果として世
界中に良い影響を与えて多くの国で根絶を果たしてきました。しかしながら紛争
の絶えない国、特にパキスタンやアフガニスタンでは根絶に至らず最後の常在
国となっております。今でも野生型ポリオの症状が増加しているということです。
完全に根絶されない限り、他の国にまた飛び火する可能性があるとのことです。
ポリオの根絶の為に今後も私たちのできることや財団への寄附を行い、ロータ
リアンとしての義務を果たして参りましょう。それからビル・ゲイツ氏は今後の
ＡＩ（人口知能）開発についてもコメントをされていました。ＡＩは世界で最も困難な
課題を解決する可能性を秘めているということです。ＡＩによって現場の働き手、
農業従事者、教師などへの支援が可能となりうると言われております。それら
の人々はＡＩを活用して、より効率的かつ効果的にサービスを届けることが出来
る様になるとのことです。例えば農業分野では、小規模農家が生産性を向上で
きるように個別のアドバイスを提供することが出来る様になったり、教育現場で
はＡＩツールの活用によって教師が生徒のニーズによって授業を個別化し学習成
果を上げることが出来たり、地方の看護師がＡＩツールを使って患者の症状を分
析し、リスクの高いケースを特定して正確な診断と治療の提案が出来る様になっ
たりするということです。とても画期的な時代に向かっていくのは素晴らしいこ
とだと思います。しかしながら人間同士のコミュニケーションが不足しないよう
にすることも大切なことだと感じております。
ＡＩの効果に期待をしながら人間同士でコミュニケーションを大切にする団体、
それがロータリークラブの真骨頂となりますようこれからもロータリー活動を
楽しんでまいりましょう。
以上、会長の時間とさせて頂きます。

11/ 7　　祝日週　休会
10/31　　上原、下森、清水、中原、前田、鎌田(宗)、大河内、川崎、石﨑、福田、戸髙、上村、桑山、小瀬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 76.27%
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出席委員会報告　瀧澤委員長

会長の時間　　河東　光浩会長

3360回例会報告

都城ロータリークラブ都城ロータリークラブ
　会長　河東　光浩　会長　河東　光浩
　幹事　山﨑　忠芳　幹事　山﨑　忠芳

都城ロータリークラブ
　会長　河東　光浩
　幹事　山﨑　忠芳都城ＲＣ週報都城ＲＣ週報都城ＲＣ週報都城ＲＣ週報都城ＲＣ週報都城ＲＣ週報都城ＲＣ週報

小久保歴代：43年

皆勤賞

　今月はロータリー財団月間ということで、本日はロータリー財団担当例会となっています。すでに多くの皆さまより寄付
をお寄せいただいており、心より感謝申し上げます。

　皆さまから集まった寄付金は、一度基金に組み入れられ、3年間の運用期間を経たうえで、「地区補助金」と「グローバル補助金」として分配されます。
　当クラブでは長い間この補助金を活用しておりませんでしたが、70周年記念事業の際には久しぶりに補助金を利用し、その過程ではさまざまなご苦労が
あったと伺っています。
　そこで本日は、当時の状況やご苦労された点について、中村歴代会長にお話しいただければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

田中穣弐委員門長挨拶

□地区 他クラブ 他団体 報告
●西本ガバナー事務所…
①ロータリーレート　１１月　１５４円　　　※10月　149 円
②ガバナー月信　11月号
③第２回地区ＲＡ連絡協議会について（ご案内）

12月7日 (日 ) 10:00 ～13：00【受付】09:30 ～
霧島市国分公民館（国分シビックセンター）

④2025-26 年度「クラブ活性化セミナー」のご案内
クラブ行動計画推進ラーニングセミナー
12月14日（日）10：00 ～15：20（受付開始 9：30 ～）
ホテル中山荘
受講者：現・次期ガバナー補佐、クラブ会長・幹事・
会長エレクト・幹事エレクト・CLF、その他参加希望する会員
登録料：3000 円（昼食込み）

⑤　地区戦略計画委員会特別セミナー
11月30日（日)【受　付】13：30～　【講演会】14：00～16：00
メインホテル５階　　　　　　　
出席対象者　　会長、会長エレクト、会長ノミニー、
現・次期ガバナー補佐、現・次期地区部門長、その他希望者
登　録　料　　2,000 円　　※当日受付でのお支払い

●ロータﾘｰの友　11月号　
●都城中央ロータリークラブ創立40周年記念講演のご案内

11/30（日）　10：30～　　道の駅NiQLL　　入場無料
□クラブ報告
●本日11/14（金）　次年度役員理事候補者指名委員会　１８：００～　吉原商店
●来週11/21（金）　1２月定例理事会　　１３：４５　　　メインホテル４F　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３RC運営会議室
●１２/９（火）　第３回　３RC４RC4役会　　担当　都城西RC　中山荘
　　　　　　　　　　　　３RC　１８：００　　４RC　１８：３０　　　　　　　　
●例会時に配布された資料は　各自必ずお持ち帰りください。
●理事会報告（報告）

幹事報告　　　山﨑　忠芳幹事
瀧澤委員長

クラブ名 会場日程 時間 備考
都城北ＲＣ 11／ 25（火）12：00～13：00 例会日変更の為ロイヤル

木脇親睦
  委員長

宮川会員
中原会員 （オンライン）
鎌田（宗）会員 （欠席）
川崎会員 （欠席）

誕生者祝福11月

オンライン出席者：４名

会員増強・選考職業分類委員会
長倉委員長

次回11月21日の例会終了までに、「会員満足度アンケート」
の提出をお願いいたします。

◆卓話　「都城RC創立70周年記念事業地区補助金申請について」　　　　　　　　　　　中村会計（歴代会長）

中村歴代、ありがとうございました。
今回補助金を活用できたのは、７０周年という大きなプロジェクトがあったからです。地区補助金の最大のハードルは、使いたい年度ではなく、その前

年度に申請しておかなければならないという点です。新会長になってから企画しても遅く準備が難しいのです。しかし、幸い次期会長というのは毎年分かっ
ているわけですから、早めにプロジェクトを準備すれば補助金を活用しやすくなります。

ロータリーは世界で最も困難な課題に取り組んでいます。ポリオの根絶に取り組みながら人々が安全な水、教育、医療を利用出来るようにし、災害救
援にも支援しています。
数々の支援を継続しながら、ロータリー財団は前年度には数々のことを達成しました。

① 1,424件のグローバル補助金、468件の地区補助金、74件の災害救援補助金を授与
② ゲイツ財団との合意を更新し、ポリオ根絶活動へのコミットメントを新たに。
③ 大規模プログラム補助金をコロンビアの平和構築に取り組むイニシアチブに授与
④ インドにロータリー平和センターを設立するため、シンビオシス国際大学と提携

地区補助金は主に地元の地域社会のニーズに取り組む小規模で短期間の活動に資金を提供するものです。
都城ロータリークラブも70周年記念行事の中で劇団四季招致の際に申請、達成しました。
2730 地区の予算は年間日本円で約 830万円です。昨年度の申請クラブ数は 22件、申請額は平均 37 万 5千円でした。申請手続きは次の通りです。

プロジェクト実行の前年度 7月、地区補助金セミナーに各クラブ1名以上出席。
9月、クラブや協力団体などの承認。12月までに申請。1月一次審査。5月詳細報告。
8月補助金の給付。10月プロジェクト実施。完了後すみやかに報告。
当クラブでは貴重な体験だったと思います。経験を生かしていければと思います。

地区補助金の例としては、
・鹿児島サザンウインドRC：子ども食堂夏祭り支援（約92万 7,000円）　
・日向中央RC：冬の音だまりコンサート（48万円）
・鹿児島南RC：児童虐待防止講演会（16万 6,000円）
・志布志みなとRC：中学生作文・スピーチコンテスト（約153万 8,600円）
などがあります。
グローバル補助金はハードルが高いにもかかわらず、件数が多い理由を調べると、スクールバスや自転車の寄贈、トイレ改修といった比較的取り組みや

すい国際プロジェクトが多く行われているためだと分かりました。
例として、ミクロネシアでのスクールバス寄贈、タイでの看護学校への自転車 50 台寄贈、小学校トイレの改修、また 2730 地区が関わった台湾でのワ
クチン接種会場設置などがあります。

田中委員長補足



＜ニコニコBOX＞

＜ロータリー財団＞

＜教育振興基金＞

会場：メイン５F

カレー２杯たべました。￥1,000塩屋　彰英

ロータリー財団の皆さまご苦労様でした。￥1,000吉原　和雄

田中委員長、中村歴代会長 本日はありがとう御座いました。￥1,000河東　光浩

カレー頂きます。￥1,000山﨑　忠芳

誕生祝をいただきました。ありがとうございました。￥1,000宮川久美子

田中委員長 中村歴代 ありがとうございました。￥1,000長峯　剛士

財団月間につき。$100濟陽　順司

月間にて。$100川畠　悦子

ロータリー財団月間につき。$100西田　憲一

月間につき。

月間につき。

$100東郷　研哉

$100久米村美奈

月間につき。$100黒木由美子

財団月間につき。

皆勤賞頂いて まだまだ頑張ります。

$100須賀　成人

Ｒ財団月間につき。$100山﨑　忠芳

$100落合　精三

￥10,000小久保健太

先日はＡＩちゃんと長渕剛とコンサート行ってきました。

「年」を10才鹿児島に置いてきましたので若かったようです。

￥1,000吉国　広子

2025年11月14日（金）

吉国SAA


